
得
体
の
知
れ
ぬ
神
名
の
響
き
に
誘
わ
れ
て
本
書
を
手
に
し
た
読
者
は
、
ペ

ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
驚
き
を
深
め
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う
の

も
、
本
書
は
文
学
研
究
の
手
法
が
駆
使
さ
れ
た
専
門
書
だ
か
ら
で
あ
る
。
従

来
の
思
い
込
み
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
表
現
か
ら
誠
実
に
意
味
を
立
ち
上
げ
る
文

学
研
究
の
方
法
論
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
本
書
こ
そ
、
牛
頭
天
王
を
書
名
に

冠
し
た
本
格
的
な
研
究
書
の
嚆
矢
で
あ
る
こ
と
は
、
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

本
書
は
、
二
〇
一
七
年
に
立
命
館
大
学
に
受
理
さ
れ
た
鈴
木
耕
太
郎
氏
の

博
士
論
文
『「
中
世
神
話
」
と
し
て
の
牛
頭
天
王
│
│
牛
頭
天
王
信
仰
に
関

す
る
テ
キ
ス
ト
の
研
究
』
に
大
部
分
が
基
づ
く
著
作
で
あ
る
。
最
初
に
目
次

を
掲
げ
る
。

緒
言

第
一
章

牛
頭
天
王
信
仰
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
本
書
の
課
題

第
二
章

祇
園
社
祭
神
の
変
貌
│
│
卜
部
兼
文
・
一
条
兼
良
・
吉
田
兼
倶

の
言
説
を
め
ぐ
っ
て

第
三
章
「
感
応
」
す
る
牛
頭
天
王
│
│
『
阿
娑
縛
抄
』
所
収
「
感
応
寺

縁
起
」
を
読
む

第
四
章

陰
陽
道
に
お
け
る
牛
頭
天
王
信
仰
│
│
中
世
神
話
と
し
て
の

『
簠
簋
内
伝
』

第
五
章

造
り
替
え
ら
れ
る
儀
礼
と
信
仰
│
│
『
牛
頭
天
王
御
縁
起
』

（「
文
明
本
」）
の
信
仰
世
界

結
語

本
書
の
狙
い
は
一
貫
し
て
、
次
の
よ
う
な
根
強
い
固
定
観
念
を
打
破
す
る

点
に
あ
る
。

〈
京
都
の
夏
の
風
物
詩
、
祇
園
祭
は
、
古�

代�

か
ら
つ
づ
く
、
八
坂
神
社

（
祇�

園�

社�

）
の
祭
神
牛�

頭�

天�

王�

の
祭
礼
で
あ
る
。
牛
頭
天
王
は
、
ス�

サ�

ノ�

オ�

と
同
体
視
さ
れ
る
。〉

こ
の
〈
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
牛
頭
天
王
〉
観
と
も
い
う
べ
き
一
面
的
に

〔
書
評
〕

鈴
木
耕
太
郎
著
『
牛
頭
天
王
信
仰
の
中
世
』
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過
ぎ
る
理
解
が
、
従
来
の
牛
頭
天
王
信
仰
研
究
を
強
く
規
定
し
て
き
た
。
こ

の
問
題
点
を
著
者
は
第
一
章
に
て
膨
大
な
研
究
史
を
整
理
し
な
が
ら
幾
度
も

強
調
す
る
。
こ
の
思
い
込
み
に
よ
り
、
中
世
の
牛
頭
天
王
の
多
彩
な
相
貌
を

捉
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
で
あ

る
。事

実
、〈
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
牛
頭
天
王
〉
観
は
、
古
代
か
ら
連
綿
と

続
く
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
中
世
後
期
の
文
献
に
初
め
て
現
れ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
著
者
は
、
第
二
章
の
「
中
世
日
本
紀
」
の
考
察
を
通
じ
て
明

ら
か
に
し
て
み
せ
る
。
具
体
的
に
は
牛
頭
天
王
信
仰
を
構
成
す
る
要
素
ご
と

の
初
見
例
を
、
以
下
の
四
点
に
整
理
し
て
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
①
「
牛

頭
天
王
」
と
「
祇
園
社
」
が
結
び
つ
く
初
出
（『
本
朝
世
紀
』）、
②
「
牛
頭

天
王
」
と
「
武
塔
天
神
」
と
「
祇
園
社
」
が
結
び
つ
く
初
出
（
十
巻
本
『
伊

呂
波
字
類
抄
』）、
③
「
武
塔
天
神
」
と
「
ス
サ
ノ
オ
」
と
「
祇
園
社
」
が
結

び
つ
く
初
出
（『
釈
日
本
紀
』
所
収
『
備
後
国
風
土
記
逸
文
』）、
④
「
牛
頭

天
王
」
と
「
武
塔
天
神
」
と
「
ス
サ
ノ
オ
」
と
「
祇
園
社
」
が
結
び
つ
く
初

出
（『
公
事
根
源
』）
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
が
少
し
ず
つ

結
合
し
な
が
ら
〈
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
牛
頭
天
王
〉
観
（
上
記
④
に
相

当
）
が
室
町
期
に
形
成
さ
れ
て
い
く
、
そ
の
信
仰
の
歴
史
を
跡
づ
け
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
研
究
が
依
拠
し
て
い
た
前
提
を
再
考
す
る
重
要
な

指
摘
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
〈
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
牛
頭
天
王
〉
観
が
成
立
す
る
以
前
や

同
時
代
に
、
い
か
な
る
中
世
の
多
義
的
な
信
仰
世
界
が
牛
頭
天
王
を
め
ぐ
っ

て
展
開
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
考
証
が
、
本
書
の
第
三
・
四
・
五

章
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
章
で
実
践
さ
れ
る
本
書
の
方
法
は
、
著
者
が
随

所
で
説
く
よ
う
に
、「
中
世
神
話
」
論
で
あ
る
。「
中
世
神
話
」
論
と
は
、
神

話
や
神
々
の
変
貌
に
、
宗
教
者
独
自
の
信
仰
世
界
を
読
み
解
き
、
そ
れ
に
よ

っ
て
彼
ら
が
属
す
る
時
代
や
社
会
の
歴
史
的
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
手
法
で

あ
る
。
神
話
の
起
源
よ
り
も
変
容
の
経
緯
を
重
視
す
る
神
話
の
史
的
研
究
と

も
い
え
る
。
本
書
に
お
け
る
変
貌
や
成
長
を
重
視
す
る
態
度
も
、
そ
の
方
法

論
に
起
因
す
る
。
そ
れ
で
は
、
本
書
の
成
果
を
次
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

第
三
章
で
は
、
感
応
寺
縁
起
に
お
け
る
牛
頭
天
王
の
異
貌
の
意
義
を
説

く
。
感
応
寺
に
お
け
る
牛
頭
天
王
の
御
利
益
は
、
観
音
信
仰
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
て
い
た
。
台
密
の
事
相
書
『
阿
娑
縛
抄
』
に
は
、
観
音
の
変
化
し
た

姿
と
し
て
、「
十
一
頭
牛�

頭�

摩
訶
天
王
」
と
い
う
異
様
な
尊
格
が
登
場
す
る
。

こ
の
利
益
と
、
感
応
寺
の
牛
頭
天
王
の
利
益
と
が
一
致
を
見
る
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
本
章
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
考
察
は
、
当
初
老
翁
姿
と
し
て
現
れ

た
牛
頭
天
王
が
、
次
第
に
成
長
を
遂
げ
る
様
相
を
論
じ
た
「
第
五
節

宗
教

者
・
壱
演
の
力
」
で
あ
る
。
縁
起
の
場
「
感
応
寺
」
の
名
の
通
り
、
宗
教
者

「
壱
演
」
と
の
「
感
応
」
関
係
を
通
じ
て
、
当
初
は
川
前
の
地
主
神
に
過
ぎ

な
か
っ
た
牛
頭
天
王
が
、
感
応
寺
の
伽
藍
神
へ
、
さ
ら
に
は
清
原
氏
の
祖
先

神
・
守
護
神
へ
と
変
貌
し
て
い
く
様
を
論
じ
て
い
る
。
殊
に
本
章
は
、
本
書

の
狙
い
を
鮮
や
か
に
実
現
し
た
白
眉
で
あ
り
、
祇
園
社
中
心
の
牛
頭
天
王
観

を
相
対
化
し
た
好
論
で
あ
る
。

第
四
章
で
は
、
中
世
の
暦
注
書
『
簠
簋
内
伝
』
巻
一
「
起
源
部
」
及
び

「
暦
注
部
」
を
中
心
に
、
非
官
人
陰
陽
師
に
お
け
る
牛
頭
天
王
信
仰
を
解
明

す
る
。『
簠
簋
内
伝
』
に
お
け
る
牛
頭
天
王
は
天
道
神
す
な
わ
ち
暦
神
で
あ

六
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る
。
防
疫
と
菩
提
を
も
た
ら
す
救
済
の
神
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
他
書

で
は
救
済
さ
れ
る
側
の
蘇
民
将
来
が
、『
簠
簋
内
伝
』
で
は
救
済
者
（
天
徳

神
）
に
転
じ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
前
章
の
壱
演
の
ご
と
く
、
蘇

民
将
来
を
宗
教
者
と
し
て
捉
え
、『
簠
簋
内
伝
』
を
読
み
替
え
て
い
く
。
牛

頭
天
王
は
蘇
民
将
来
と
の
「
感
応
」
関
係
を
通
じ
て
、
竜
女
と
結
婚
し
八
王

子
を
設
け
成
長
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
表
現
と
し
て
の
「
五
節
の
祭

礼
」
や
「
太
山
府
君
王
の
法
」
を
新
旧
の
陰
陽
道
儀
礼
と
し
て
読
み
解
く
。

総
じ
て
、『
簠
簋
内
伝
』
は
、
非
官
人
陰
陽
師
が
創
り
出
し
た
新
た
な
陰
陽

道
の
起
源
神
話
（「
暦
神
神
話
」）
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

第
五
章
で
は
、
文
明
一
四
年
書
写
の
『
牛
頭
天
王
御
縁
起
』（
以
下
、
文

明
本
）
に
見
え
る
儀
礼
の
起
源
の
語
り
直
し
や
そ
の
造
り
替
え
を
読
み
解

く
。『
簠
簋
内
伝
』
と
文
明
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
縁
起
の
展
開
や
儀
礼
要

素
の
共
通
点
を
指
摘
し
両
書
の
相
互
的
影
響
関
係
を
示
唆
し
た
上
で
、
文
明

本
の
み
に
見
ら
れ
る
蘇
民
将
来
像
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
、
牛
頭
天
王
が

「
牛
玉
」
を
蘇
民
将
来
に
授
け
、
現
世
利
益
を
確
約
す
る
と
い
う
表
現
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
防
疫
・
除
疫
を
中
心
と
し
た
祇
園
社
の
牛
頭
天
王
と

は
異
な
る
、
現
世
利
益
を
も
た
ら
す
牛
頭
天
王
と
い
う
文
明
本
固
有
の
信
仰

世
界
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
興
味
を
惹
か
れ
る
の
は
、
古
端

将
来
を
呪
詛
す
る
儀
礼
こ
そ
牛
頭
天
王
を
祀
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
呪
詛
を
通
じ
て
牛
頭
天
王
の
眷
属
へ
と
人
々
が
加
わ
り
、
縁

起
の
中
で
も
そ
の
信
仰
が
拡
大
し
て
い
く
と
説
く
。
こ
の
文
明
本
自
体
も
、

「
春
三
月
四
季
ノ
行
」
に
「
読
」
ま
る
る
性
質
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
著

者
は
文
明
本
の
祭
文
化
の
可
能
性
ま
で
指
摘
す
る
。

以
上
、
三
つ
の
章
は
い
ず
れ
も
、〈
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
牛
頭
天
王
〉

観
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
中
世
の
豊
か
な
信
仰
世
界
を
、
縁
起
・
注
釈
書
類
の

読
み
解
き
を
通
じ
て
描
き
出
し
た
珠
玉
の
論
考
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
書
物

の
性
質
や
時
代
背
景
に
こ
ま
や
か
に
目
を
配
り
な
が
ら
行
わ
れ
る
示
唆
に
富

ん
だ
分
析
で
あ
る
。

以
下
、
四
点
、
本
書
へ
の
疑
問
点
を
掲
出
す
る
。

一
、
従
来
の
室
町
物
語
研
究
が
主
導
し
た
中
世
神
話
論
と
、
本
書
の
立
場

は
い
か
に
切
り
結
ぶ
か
。
本
書
第
三
・
四
章
に
お
け
る
神
格
の
成
長
・
変
貌

と
い
う
類
型
的
表
現
は
、
室
町
期
の
縁
起
物
語
類
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
に

あ
る
と
い
え
る
か
。
さ
ら
に
、
第
五
章
に
お
け
る
文
明
本
の
実
践
的
な
読
ま

れ
方
に
関
す
る
分
析
も
、
本
地
物
語
の
類
型
的
表
現
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

二
、
習
合
関
係
の
な
か
で
牛
頭
天
王
が
語
ら
れ
る
事
例
が
多
い
の
は
な
ぜ

か
。
引
用
さ
れ
た
例
に
は
盤
古
、
十
一
面
観
音
、
ス
サ
ノ
オ
等
の
一
側
面
と

し
て
牛
頭
天
王
を
示
す
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
主
た
る
信
仰
が
成
立

す
る
の
は
い
つ
か
ら
な
の
か
。

三
、
い
か
な
る
立
場
か
ら
、
著
者
は
な
ぜ
牛
頭
天
王
を
論
じ
る
の
か
。
た

と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
も
西
田
長
男
氏
は
神
仏
習
合
史
構
築
の
た
め
、
三
崎
良

周
氏
は
台
密
と
陰
陽
道
の
交
渉
を
探
る
た
め
、
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
異
神
の
象

徴
的
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
中
世
固
有
の
実
践
的
な
信
仰
や
儀
礼
の
論
理
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
と
い
っ
た
牛
頭
天
王
を
論
じ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

目
的
が
あ
っ
た
。
本
書
が
こ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た
中
世
の
牛
頭
天
王
信
仰

を
明
ら
か
に
す
る
意
義
と
は
何
か
。
多
様
性
の
先
に
著
者
は
何
を
志
向
し
て

鈴
木
耕
太
郎
著
『
牛
頭
天
王
信
仰
の
中
世
』

六
一



い
る
の
か
。

四
、「
中
世
神
話
」
論
は
、
史
料
的
な
制
約
で
儀
礼
や
信
仰
の
歴
史
的
解

明
が
困
難
な
書
物
（
第
二
章
の
『
備
後
国
風
土
記
逸
文
』・
第
三
章
の
感
応

寺
縁
起
）
や
、
信
仰
の
担
い
手
や
場
が
不
明
瞭
な
書
物
（
第
四
章
の
『
簠
簋

内
伝
』・
第
五
章
の
文
明
本
）
に
も
、
果
た
し
て
有
効
だ
と
い
え
る
の
か
。

書
物
の
内
部
で
の
み
、
成
長
・
変
貌
を
論
じ
て
も
、
そ
れ
は
文
学
研
究
と
し

て
興
趣
に
富
ん
だ
読
み
で
は
あ
り
得
て
も
、
宗
教
民
俗
や
神
話
史
の
解
明
に

繋
が
る
と
い
え
る
の
か
。「
中
世
神
話
」
論
は
、
文
学
の
新
た
な
読
み
方
を

示
す
研
究
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
そ
の
目
的
は
、
神
話
・
信
仰
の
歴
史
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
を
読
み
な
が
ら
、
絶
え
ず
拭
い
去
れ
な
い

疑
問
は
、
神
の
成
長
や
変
貌
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
歴
史
で
あ
る
。
牛
頭
天

王
と
交
感
す
る
宗
教
者
た
ち
は
、
い
か
な
る
歴
史
的
現
実
の
変
化
に
対
処
す

べ
く
、
こ
の
神
の
変
貌
し
た
姿
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ

の
問
い
に
、
著
者
は
充
分
に
答
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
断
片
的
か
つ
難
渋
な
牛
頭
天
王
の
諸
縁
起
に
正
面
か
ら
取
り

組
み
、
従
来
の
祇
園
社
中
心
の
牛
頭
天
王
観
を
一
新
し
た
点
で
、
本
書
は
画

期
的
論
考
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
意
義
が
色
褪
せ
る
こ
と
は

な
い
。
今
後
も
、
著
者
が
結
語
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
牛
頭
天
王
の
祭
文

・
講
式
類
の
分
析
や
、
本
書
に
よ
っ
て
見
通
さ
れ
た
中
世
の
姿
が
い
か
に
近

世
に
お
い
て
展
開
す
る
か
等
、
解
明
が
待
た
れ
る
課
題
は
多
い
。
本
書
の
登

場
に
よ
っ
て
、
牛
頭
天
王
信
仰
の
研
究
は
今
後
益
々
進
展
が
期
待
さ
れ
る
分

野
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
法
蔵
館

二
〇
一
九
年

三
三
一
頁

税
込
価
格

三
、
八
五
〇
円
）

（
こ
じ
ま
・
け
い
す
け

総
合
研
究
大
学
院
大
学
博
士
後
期
課
程
）

六
二


